
(57)【要約】

【課題】１次蓋の溶接によるキャニスタの胴部の変形を

防止できるキャニスタ変形防止具を提供する。

【解決手段】キャニスタを収納するキャスク７の上端全

面を覆う環状体１０と、環状体１０の内縁部分に連なり

且つキャスク７に収納したキャニスタの胴部１の上端部

に嵌入可能な筒状体１１と、環状体１０の外縁部に連な

り且つキャスク７の上端部外周面の所定箇所に当接可能

な複数の係合部１２とを備え、胴部１の上端内側面を、

筒状体１１、環状体１０、及び係合部１２によりキャス

ク７外側面に保持し、１次蓋５の溶接に起因した胴部１

の変形を防止し、筒状体１１及び環状体１０によって、

キャスク７内方側から外部への放射線の透過を抑止する

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
キ ャ ニ ス タ を 収 納 す る キ ャ ス ク の 上 端 全 面 を 覆 う 環 状 体 と 、 該 環 状 体 の 内 縁 部 分 に 連 な り
且 つ キ ャ ス ク に 収 納 し た キ ャ ニ ス タ の 上 端 部 に 嵌 入 可 能 な 筒 状 体 と 、 環 状 体 の 外 縁 部 分 に
連 な り 且 つ キ ャ ス ク の 上 端 部 外 周 面 の 所 定 箇 所 に 当 接 可 能 な 複 数 の 係 合 部 と を 備 え て な る
こ と を 特 徴 と す る キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 。
【 請 求 項 ２ 】
キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の 環 状 体 及 び 筒 状 体 を 周 方 向 に 複 数 に 分 割 可 能 に 構 成 し た 請 求 項 １
に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 原 子 力 発 電 所 な ど で 発 生 す る 使 用 済 み 燃 料 を 、 そ の 崩 壊 熱 が 除 去 さ れ る ま で の 間 、
図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う な キ ャ ニ ス タ を 用 い て 乾 式 保 管 （ 風 冷 保 管 ） す る こ と が 検 討 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の キ ャ ニ ス タ は 、 使 用 済 み 燃 料 が 収 納 さ れ る 円 筒 状 の 胴 部 １ と 、 該 胴 部 １ の 下 端 部 に 順
に 取 り 付 け ら れ る 下 部 遮 蔽 プ ラ グ ２ 及 び 底 蓋 ３ と 、 胴 部 １ の 上 端 部 に 順 に 取 り 付 け ら れ る
上 部 遮 蔽 プ ラ グ ４ 、 １ 次 蓋 ５ 、 及 び ２ 次 蓋 ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
使 用 済 み 燃 料 を キ ャ ニ ス タ に 収 納 す る 際 に は 、 下 部 遮 蔽 プ ラ グ ２ 及 び 底 蓋 ３ を 取 り 付 け た
胴 部 １ を 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 底 部 が 閉 塞 さ れ た キ ャ ス ク ７ 内 に 挿 入 し て 、 胴 部 １ 外 周 面
と キ ャ ス ク ７ 内 周 面 と の 間 の 空 隙 に 純 水 ８ を 充 填 し 、 次 い で 、 当 該 空 隙 の 上 端 寄 り 部 分 に
、 胴 部 １ 外 周 面 と キ ャ ス ク ７ 内 周 面 の 全 周 に わ た っ て 密 着 す る シ ー ル 部 材 ９ を 介 在 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
更 に 、 上 述 し た よ う に 胴 部 １ な ど を 内 装 し た 状 態 の キ ャ ス ク ７ を 、 ホ ウ 酸 水 を 貯 留 し た プ
ー ル 内 に 沈 め て 、 胴 部 １ 内 に 使 用 済 み 燃 料 を 挿 入 し 、 該 使 用 済 み 燃 料 を 上 方 か ら 覆 う よ う
に 上 部 遮 蔽 プ ラ グ ４ 及 び １ 次 蓋 ５ を 胴 部 １ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 後 、 胴 部 １ な ど を 内 装 し た 状 態 の キ ャ ス ク ７ を 前 記 の プ ー ル か ら 引 き 上 げ 、 １ 次 蓋 ５
の 上 面 外 周 縁 全 周 を 、 隅 肉 溶 接 に よ っ て 胴 部 １ 内 周 面 に 固 着 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 １ 次 蓋 ５ を 上 方 か ら 覆 う よ う に ２ 次 蓋 ６ を 胴 部 １ に 挿 入 し 、 ２ 次 蓋 ６ の 上 面 外 周 縁
全 周 を 隅 肉 溶 接 に よ っ て 胴 部 １ 内 周 面 に 固 着 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に し て キ ャ ニ ス タ を 密 閉 し た な ら ば 、 キ ャ ニ ス タ を 上 方 か ら 覆 う よ う に 上 蓋 （ 図
示 せ ず ） を キ ャ ス ク ７ の 上 端 に 締 結 し 、 使 用 済 み 燃 料 が 挿 入 さ れ て い る キ ャ ニ ス タ を キ ャ
ス ク ７ と と も に 保 管 施 設 へ 一 体 的 に 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す キ ャ ニ ス タ で は 、 胴 部 １ に １ 次 蓋 ５ を 溶 接 す る と 、 胴
部 １ が 溶 接 歪 み に よ っ て 中 心 側 へ 引 っ 張 ら れ る よ う に 変 形 し 、 こ れ に よ り 、 胴 部 １ へ の ２
次 蓋 ６ の 挿 入 が 困 難 に な っ た り 、 胴 部 １ 内 周 と ２ 次 蓋 ６ 外 縁 と の 間 隔 が 溶 接 に 適 し た 状 態
を 保 て な く な る こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 述 し た 実 情 に 鑑 み て な し た も の で 、 １ 次 蓋 の 溶 接 に よ る キ ャ ニ ス タ の 胴 部 の 変
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形 を 防 止 で き る キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 で は 、 キ ャ ニ
ス タ を 収 納 す る キ ャ ス ク の 上 端 全 面 を 覆 う 環 状 体 と 、 該 環 状 体 の 内 縁 部 分 に 連 な り 且 つ キ
ャ ス ク に 収 納 し た キ ャ ニ ス タ の 上 端 部 に 嵌 入 可 能 な 筒 状 体 と 、 環 状 体 の 外 縁 部 分 に 連 な り
且 つ キ ャ ス ク の 上 端 部 外 周 面 の 所 定 箇 所 に 当 接 可 能 な 複 数 の 係 合 部 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 で は 、 環 状 体 及 び 筒 状 体 を 周 方 向
に 複 数 に 分 割 可 能 に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ あ る い は 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の い ず れ に お い て も 、
キ ャ ニ ス タ の 胴 部 の 上 端 内 側 面 を 、 筒 状 体 、 環 状 体 、 及 び 係 合 部 に よ り キ ャ ス ク 外 側 面 に
保 持 し 、 １ 次 蓋 の 溶 接 に 起 因 し た キ ャ ニ ス タ の 胴 部 の 変 形 を 防 止 し 、 ま た 、 筒 状 体 、 及 び
環 状 体 に よ っ て 、 キ ャ ス ク 内 方 側 か ら 外 部 へ の 放 射 線 の 透 過 を 抑 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 に お い て は 、 キ ャ ニ ス タ に 嵌 入 す る 筒 状
体 と キ ャ ス ク の 上 端 面 を 覆 う 環 状 体 を 周 方 向 に 分 割 し て 、 キ ャ ニ ス タ 、 及 び キ ャ ス ク に 対
す る 着 脱 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 示 例 と と も に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ 乃 至 図 ３ は 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 図
中 、 図 ４ ま た は 図 ５ と 同 一 の 符 号 を 付 し た も の は 同 一 物 を 表 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 は 、 キ ャ ス ク ７ の 上 端 全 面 を 覆 う 環 状 体 １ ０ と 、 該 環 状 体 １ ０
の 内 縁 部 分 に 連 な り 且 つ キ ャ ス ク ７ に 収 納 し た キ ャ ニ ス タ の 胴 部 １ の 上 端 部 に 嵌 入 可 能 な
筒 状 体 １ １ と 、 環 状 体 １ ０ の 外 縁 部 に 連 な り 且 つ キ ャ ス ク ７ の 上 端 部 外 周 面 の 所 定 箇 所 に
対 峙 す る 複 数 の 係 合 部 １ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
環 状 体 １ ０ 及 び 筒 状 体 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 周 方 向 に ３ つ の 個 体 １ ７ に 分 割 さ れ て
お り 、 キ ャ ス ク ７ の 上 端 開 口 部 に 嵌 入 さ れ る 蓋 体 （ 図 示 せ ず ） を 締 結 す る た め に 、 当 該 キ
ャ ス ク ７ 上 端 面 に 螺 設 さ れ て い る タ ッ プ 孔 １ ３ を 利 用 し て 環 状 体 １ ０ を キ ャ ス ク ７ に 締 結
で き る よ う に 、 各 個 体 １ ７ に ボ ル ト 締 結 用 の 孔 １ ６ を 穿 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 放 射 線 が キ ャ ス ク ７ の 内 方 か ら 個 体 １ ７ の 間 を 経 て 直 線 的 に 外 方 へ 放 出 さ れ る こ と
を 防 止 す る た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 個 体 １ ７ の 一 端 部 に 、 そ の 上 面 に 連 な っ て 環 状 体 １
０ 周 方 向 へ 突 出 す る 嵌 合 部 １ ４ を 形 成 し 、 個 体 １ ７ の 他 端 部 に 、 そ の 下 面 に 連 な っ て 環 状
体 １ ０ 周 方 向 へ 突 出 す る 嵌 合 部 １ ５ を 形 成 し て 、 両 嵌 合 部 １ ４ ， １ ５ が 重 な り 合 う よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
係 合 部 １ ２ は 、 各 個 体 １ ７ の 外 縁 部 分 に ２ つ ず つ 固 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
キ ャ ニ ス タ の 胴 部 １ に １ 次 蓋 ５ を 溶 接 す る の に あ た っ て は 、 環 状 体 １ ０ を 構 成 す る 各 個 体
１ ７ を 、 キ ャ ス ク ７ の 上 端 面 に 載 置 し 且 つ キ ャ ス ク ７ に 対 し て ボ ル ト 締 結 し 、 キ ャ ニ ス タ
の 胴 部 １ の 上 端 内 側 面 を 、 筒 状 体 １ １ 、 環 状 体 １ ０ 及 び 係 合 部 １ ２ に よ り キ ャ ス ク ７ 外 側
面 に 保 持 し 、 １ 次 蓋 ５ の 溶 接 に 起 因 し た キ ャ ニ ス タ の 胴 部 １ の 変 形 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 、 筒 状 体 １ １ 、 及 び 環 状 体 １ ０ に よ り 、 キ ャ ス ク ７ と キ ャ ニ ス タ の 胴 部 １ と の 間 の 空
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隙 を 上 方 か ら 覆 っ て 、 キ ャ ス ク ７ 内 方 側 か ら 外 部 へ の 放 射 線 の 透 過 を 抑 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 に お い て は 、 キ ャ ニ ス タ
の 胴 部 １ に 対 す る １ 次 蓋 ５ の 溶 接 に 起 因 す る キ ャ ニ ス タ の 胴 部 １ の 変 形 を 防 止 す る こ と が
で き る と と も に 、 キ ャ ス ク ７ 内 方 側 か ら 外 部 へ の 放 射 線 の 透 過 を 抑 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 環 状 体 １ ０ と 筒 状 体 １ １ と を 、 周 方 向 に ３ つ の 個 体 １ ７ に 分 割 し て い る の で 、 こ れ
ら を キ ャ ス ク ７ に 対 し て 容 易 に 着 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 に よ れ ば 、 下 記 の よ う な 種 々 の 優 れ た
効 果 を 奏 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ １ ） 本 発 明 の 請 求 項 １ あ る い は 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の い ず れ に お い
て も 、 キ ャ ニ ス タ の 胴 部 の 上 端 内 側 面 を 、 筒 状 体 、 環 状 体 、 及 び 係 合 部 に よ り キ ャ ス ク 外
側 面 に 保 持 す る の で 、 １ 次 蓋 の 溶 接 に 起 因 し た キ ャ ニ ス タ の 胴 部 の 変 形 を 防 止 で き 、 ま た
、 筒 状 体 、 及 び 環 状 体 に よ り 、 キ ャ ス ク 内 方 側 か ら 外 部 へ の 放 射 線 の 透 過 を 抑 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 に お い て は 、 キ ャ ニ ス タ に 嵌 入 す
る 筒 状 体 と キ ャ ス ク の 上 端 面 を 覆 う 環 状 体 を 周 方 向 に 分 割 し た の で 、 キ ャ ニ ス タ 、 及 び キ
ャ ス ク に 対 す る キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の 着 脱 を 容 易 に 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ 変 形 防 止 具 の 実 施 の 形 態 の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 関 連 す る 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の キ ャ ニ ス タ の 一 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 関 連 す る キ ャ ニ ス タ を キ ャ ス ク へ 装 入 し た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
７ 　 　 　 　 　 キ ャ ス ク
１ ０ 　 　 　 　 　 環 状 体
１ １ 　 　 　 　 　 筒 状 体
１ ２ 　 　 　 　 　 係 合 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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